
多摩市定例記者会見

令和8年6月26日



令和８年度６月追加補正予算（案）の概要

企画政策部財政課



パルテノン多摩ミュージアム 市民学芸員共同企画展
｢バスとまち 多摩丘陵北部～走った道、これからのカタチ～｣開催

①身近だけど、よく知られていない路線バスを
多角的に紹介

②市民学芸員の熱意と創意あふれる工夫による
楽しめる展示

③バスファンの協力による充実した展示資料

くらしと文化部文化・生涯学習推進課



ポイント

パルテノン多摩ミュージアム 市民学芸員共同企画展
「バスとまち 多摩丘陵北部～走った道、これからのカタチ～」開催

①身近だけど、よく知られていない路線バスを多角的に紹介
多摩市など多摩丘陵の北部で活躍する路線バスについて、その歴史や車両、これからの可能性などを展示

②市民学芸員の熱意と創意あふれる工夫による楽しめる展示
市民学芸員の調査で大部分が構成された展示、バスに乗って展示会場を回るような遊び心ある工夫

③バスファンの協力による充実した展示資料
多数の路線バス資料を所蔵するバスファンの方々の全面協力で充実の展示が実現

１ 企画展の概要

(1) 会期・会場
会期：2026年6月5日（金）～11月9日（月）
時間：10時～17時30分
会場：パルテノン多摩 2階ミュージアム
休館日：館の休館日に準ずる

(2) 観覧料 無料

添付資料 企画展チラシ

080626記者会見 催し物1
くらしと文化部 文化・生涯学習推進課

(1) バス路線と地域のあゆみ
多摩ニュータウンや多摩市において、バスは重要な生活インフラ
です。地域の発展や街の移り変わりに合わせ、現在の路線網が
築かれた歴史を紹介します。

(2) 路線バスの移り変わり
この地域にバスが走り始めて70余年、車両や運賃、バス停など
は大きく変化しました。これらバスを取り巻く「ハード面」が、
どのように進化してきたかを振り返ります。

(3) どうする、どうなる路線バス
現在、路線バスは気候変動や深刻な運転士不足といった大きな
課題に直面しています。解決に向けた最新の取り組みや研究を
紹介し、路線バスの未来を皆様と考えます。

２ 展示内容

問い合わせ：くらしと文化部 文化・生涯学習推進課
電話：042(338)6882

(1/2)



市民学芸員の調査成果パネル（一部紹介）

バスファン等提供の豊富なバス画像（113点）

(2/2)

多様なバス関連資料（76点）
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